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明石台６丁目､７丁目及び１０丁目で対象地区にお住まいの皆様へのアンケート結果 

(一部抜粋) 

      実  施  日： 令和８年９月８日（火）から令和８年９月２４日（木）まで 

対   象： 明石台六丁目（17番地から 26番地） 

明石台七丁目（18番地から 36番地） 

明石台十丁目（1番地から 15番地） 

にお住まいの皆様 

 対象世帯数： ４７１世帯【令和８年４月末の住民基本台帳世帯数によるもの】 

 回  答  率： ５６．５％ ２６６世帯 

 

   教室数不足への対応方法 

        通学区域の見直しをする方法 

        通学区域の見直し以外の方法 

        判断がつかない 

 

【小学生の保護者】     【同一世帯に未就学児と小学生がいる保護者】 

 

 

  【未就学児の保護者】 
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東向陽台小学校の４年生から６年生までを対象としたアンケート結果(一部抜粋) 

 

    実 施 日： 令和８年１０月９日（金） 

対  象： 東向陽台小学校 ４年生から６年生までの児童 

   対象者数： ３０８名 

 

教室数不足への対応方法 

      地区を分けてとなりの学校に通学するなどして人数を調整する。 

      学校の校舎を増やして、みんなが通えるようにする。 

        未回答 
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